セットアップ1 


本体の設置からお使いになれる状態にするまでの手順について説明します。また、装置を再セツトアップ 
する場合もここじ記載している説明を参照してください。 


設置と接続(一26ページ） . 

........ 本体の設置にふさわしい場所やラックへの搭載手 

順、背面のコネクタへの接続について説明してい 
ます。 

初めてのセットアップ(一41ページ） . 

. 本装置を使用できるまでのセットアップ手順じつ 

いて説明しています。 

管理コンピュータのセットアップ(一72ページ） ....... 

........ ネ、ソトワーク上のコンピュータからシステムの管 

理-監視をするバンドルアプリケーションのイン 
ス I '''ール方法について説明しています。 


再セツトアップ(一73ぺージ) 


システムを再セットアップする方法について説明 
しています。 









設置と接続 

本体の設置と接続につし^て説明します。 



本装置は卓上または曰 A 規格に適合したラックに設置して使用します。 


卓上への設置 



A ミち意 


&底 

装置を安全にお使いいただくために次のま意事項を必ずお守りください。指示を 
守5ないと、乂傷やけがなどを負うおそれや物的損害を負うおそれびあります。 
詳しくは、 m ぺージ似降の説明をご覧ください。 

• 指定 m がの場所に設置しない 


本体の設置にふさわしい場所は次のとおりです。 
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次に示す条件に当てはまるような場所には、設置しないでください。これらの場所に本装置 

を設置すると、誤動作の原因となります。 

♦ 温度変化の激しい場所(暖房器、エアコン、ぶ蔵庫などのお<)。 

♦ 強い振動の発生する場所。 

• 腐食性ガスの発生する場所(大気中に硫黄の蒸気が発生する環境下など）、薬品類のおく 
や薬品類がかかるおそれのある場所。 

♦ 帯電防止化工が施されていないじゅうたんを敷いた場所。 

♦ 物の落下が考えられる場所。 

♦ 電源コードまたはインタフェースケーブルを足で踏んだり、引っ掛けたりするおそれの 
ある場所。 

♦ 強い磁界を発生させるもの（テレビ、ラジオ、放送/通信用アンテナ、送電線、電磁ク 
レーンなど)のおく（やむを得ない場合は、保守サービス会社に連絡してシールドエ事な 
どを行ってください）。 

• 本装置の電源コードを他の接地線(特に大電力を消費する装置など)と共用しているコン 
セントじ接続しなければならない場所。 

• 電源ノイズ(商用電源をリレーなどで ON / OFF する場合の接点スパークなど)を発生する 
装置のおくには設置しないでください。（電源ノイズを発生する装置のおくに設置すると 
きは電源配線の分離やノイズフィルタの取りがけなどを保守サービス会社に連絡して 
行ってください。） 

卓上に置く場合は、本体底面に添付のゴム足を 

貼りがけてください。 

設置場所が決まったら、本体の底面をしっかり 

と持って、設置場所にゆっくりと静かに置いて 

ください。本装置は3台まで積み重ねて置くこ 

とができます。 

本体の上には質量 8 kgt (下の液晶ディスプレイ 

を置くことができます。 


横一列に並んでいるリベット 
のうち、中央にあるリベット 
の上に貼り付ける 



セットアップ 
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ラックへの設置 

ラックの設置については、ラックに添付の説明書を参照するか、保守サービス会社にお問い 
合わせください。 

ラックの設置作業は保守サービス会社に依頼することもできます。 






装置を安全にお使いいただくために次のを意事項を必ずお守りください。指示を 
守5ないと、人び死こずる、または重傷を負うおそれびありまず。詳しくは 、 iii 
ページ ly 降の説明をご覧ください。 

• 指定 m がの場所で使用しない 

• アース線をガス管につなびない 


A ? ま局 

装置をま全にお使いいただくために次の注意事項を必ずお守りください。指示を 
守5ないと、义傷やけがなどを負うおそれや物的損害を負うおそれびあります。 
詳しくは、 m ぺージ降の説明をご覧ください。 

• 一人で搬送•設置をしない 

• 一人で部品の取り付けをしない 

• 荷重が集中してしまうような設置はしない 

• ラックび不安定な状態でデバイスをラックか5引き出さない 

• 複数台のデバイスをラックか5引き出した状態にしない 

• 定格電源を超える配線をしない 


0 

AA 


次に示す条件に当てはまるような場所には、ラックを設置しないでください。これらの場所 
にラックを設置したり、ラックに本装置を搭載したりすると、誤動作の原因となります。 

• 装置をラックから完全に引き化せないような狭い場所。 

• ラックや搭載する装置の総質量に耐えられない場所。 

• スタビライザが設置できない場所や耐震工事を施さないと設置できない場所。 

• 床におうとつや傾斜がある場所。 

• 温度変化の激しい場所(暖房器、エアコン、ぶ蔵庫などのおく）。 

• 強い振動の発生する場所。 

• 腐食性ガスの発生する場所(大気中に硫黄の蒸気が発生する環境下など）、薬品類のお< 
や薬品類がかかるおそれのある場所。 

• 帯電防止化工が施されていないじゅうたんを敷いた場所。 

• 物の落下が考えられる場所。 
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♦ 強い磁界を発生させるもの（テレビ、ラジオ、放送/通信用アンテナ、送電線、電磁ク 
レーンなど)のおく（やむを得ない場合は、保守サービス会社に連絡してシールドエ事な 
どを行ってください）。 

• 本装置の電源コードを他の接地線(特に大電力を消費する装置など)と共用しているコン 
セントじ接続しなければならない場所。 

• 電源ノイズ(商用電源をリレーなどで ON / OFF する場合の接点スパークなど)を発生する 
装置のおく（電源ノイズを発生する装置のおくに設置するときは電源配線の分離やノイズ 
フィルタの取りがけなどを保守サービス会社に連絡して行ってください）。 

本体をラックに取り付ける手順を下に示します。取り外し手順については、取り付け手順 
の後で説明しています。 

ここでは、 NEC 製のラックまたは他社製ラックへの取り付け手順について説明します。 
NEC 製のラックのうち、 N 8540 -28/29/38 に取り付ける場合は、オプションの 「NS 143-39 
ラック取り付け用ブラケット」が必要です。取り付け手順については、 N 8143-39 ラック取 
り付け用ブラケットに添付の説明書を参照するか、保守サービス会社にお問い合わせくださ 
い。 





Q 

装置を安全にお使いいただくために次のま意事項を必ずお守りください。指示を 
守5ないと、人が死じする、または重傷を負うおそれびありまず。詳しくは 、 iii 
ぺー ジ拟降の説明をご覧ください。 

• 規格がのラックで使用しない 

• 指定似がの場所で使用しない 



A ミち意 


^\ A \ 

装置を安全にお使いいただくために次のを意事項を必ずお守りください。指示を 
守5ないと、义傷やけびなどを負うおそれや物的損害を負うおそれびあります。 
詳しくは、 iii ぺージ ly 降の説明をご覧ください。 

• 落下注意 

• 装置を引き出したが態にしない 

• カバーをがしたまま取り付けない 

• 指を挟まない 



セットアップ 
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取り付け部品の確認 

ラックへ取りがけるために次の部品があることを確認してください。 



項番 

名称 

数量 

備考 

① 

マウントブラケット〇 _) 

1 

「1_」と刻印されている。 

② 

マウントブラケット ( R ) 

1 

「 R 」 と刻印されている。 

③ 

サポートブラケット 

2 


④ 

エクステンションブラケット 

2 


⑥ 

コアナット 

8 


⑥ 

ネジ A 

4 

M 3 ネジ、ネジ部の長さ： 5 mm 、 マウ 
ントブラケット ( L )/( R ) を装置(こ固定 
する際(こ使用する。 

⑦ 

ネジ目 

6 

M 己ネジ、ネジ部の長さ： 10 mm 、 サポ 
ートブラケットを固定する際に使用す 

⑧ 

ネジ C 

2 

皿ネジ、エクステンションブラケット 
を固定する際に使用する。 


必要な工具 

ラックへ取りがけるためじ必要な工具はプラスドライバとマイナスドライバです。 
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取り付け手順 

次の手順で本体をラックへ取り付けます。 

I n-O NEC 製のラックのラち、 N 8540 -28/29/38 への取0付けにはN8 143-39 ラック取0 
付け用ブラケットび必要となります。また、取り付け方法についてはN81 43-39 ラック取 
り付け用ブラケットに添付の説明書をご覧ください。 


• マウントブラケットの取り付け 


1 . マウントブラケットのネジ穴と本体側面のネジ穴を合わせる。 

ブラケットの向きを確認して取り付けてください。本体左側面(こマウントブラケット （ L )、 ち側 
面(こマウントブラケット （ R ) を取り付けます。それぞれのブラケット(こ ru 、「 R 」 と刻印があり 
ます。 

2 . マウントブラケットをネジ A に本)で本体に固定する。 

3. もう一方の側面にマウントブラケットを手順1〜2と同じ手順で取り付ける。 



セットアップ 
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• コアナットの取り付け 

サポートブラケットを固をする位置に本装置に添付のコアナットを取りがけます。コア 
ナットはラックの前面(左ちとち）じを2個、背面(左ちとち）じを2個の合計8個取り付け 
ます。 

コアナットは riU (ラックでの高さを表す単位)」の中に2個取り付けてください ( NEC 製の 
ラックでは、 1 U 単位に丸い刻巧があります）。 1 U あたり、ス□ット（角穴）が3つありま 
す。3つのス□、ソトのうち、ラック前面側では下の2つのス□ットに、ラック背面側では 
上下のス□、ソトにコアナットを取りがけます。 

コアナットはラックの内側から取りがけます。ラックの前面に取りがけたコアナット 
は、上側が本体のセットスクリューの受けとなります。下側はサポートブラケット前面 
の固をに使用します。背面のコアナツトはサポートブラケット背面の固定用として使わ 
れます。 


ラック前面側 


ラック背面側 


コアナットは一方のクリ、ソプをラックの四角巧に引っかけて 
からマイナスドライバなどでもう一方のクリ、ソプを穴に差し 
込みます。 

IチェックI 

ラックの前後、左ちに取り付けたコア 
ナットの高さが同じであることを確認 
してください。 






■ 一口 D 〇 \：\ PPPP 


ア 

□ 
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ヴポートブラケットの取り付け 

. サポートブラケットの□ックを解除して 
引き延ばす。 



2. <ラックの前後の奥行きが700の場合のみ> 

ラックの前後の奥行きが700 mmi ： i 上の場合のみ] U 下の手順を行います。 

①サポートブラケットの□ックを解除 
してブラケットを分解する。 


ブフケ、ソ I 


③エクステンションブラケットを一方 
のブラケット(こ差し} A む。 




セットアップ 
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ます。これ]:>(上延ばすとかれて 
しまいます。） 




































© 


o 


ラック背面側 


© = 
曾 


サボートブラケットのネジ穴は多少上下にず5すことびでさる程度のクリアランスを持ってい 
ます。初めて取り付ける場台は、コアナットのネジ穴びサポートブラケットのネジ穴の中央に 
位置するようにしてか5固定してください。もし、装置を取り付けたときに装置の上下に搭載 
している装置にぶつかる場合は、いったん本装置を取り出してサポートブラケットの固定位置 
を調整してくださしパぶつかる装置の取り付け位置ち調整ずる必要びある場合ちあります)。 


己.もう一方のサポートブラケットを手順1〜4と同じ手順で取り付ける。 


Iチェッ匀 


すでに取り付けているサポートブラケットと同じ高さ(こ取り付けていることを確認してくださ 
い。 


本体の取り付け 

取り付けは1人でちできますが、なるベ<複数をで行うことをお勤めします C 


1 . 本体前面が手前(こなるよう(こして持つ。 

2 . 本体側面に取りがけたマウントブラケッ 
卜をサポートブラケットに差し 3 A みなが 
6ラ 、ソク へ押し 3 A む。 


装置の上下に搭載している装置にぶつ 
かる場合は、いったん本装置を取り出 
してサボートブラケットの固定位置を 
調整してください。（ぶつかる装置の取 
り付け位置ち調整ずる必要びある場台 
ちあります）。 



セットアップ 
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• 本体の固定 



リユー 





36 











































































取り外し手順 

次の手順で本体をラックから取り外します。取り外しは1人でもできますが、なるべく複数 
さ)で行うことをお勧めします。 



A ミ主意 


爪 A 

装置を安全にお使いいただくために次のま意事項を必ずお守りください。指示を 
守5ないと、义傷やけびなどを負うおそれや物的損害を負うおそれびありまず。 
詳しくは、 m ぺージ ly 降の説明をご覧ください。 

• 指を挟まない 

• ラックび不ま定なが態でデバイスをラックか5引を出さない 

• 落下ま意 

• 装置を引を出した状態にしない 

• 複数台のデバイスをラックか5引き出した状態にしない 

• 動作中に装置をラックか5引き出さない 




セ 

ツ 

卜 

ア 

ツ 

プ 



2 . フ□ントべゼルを取りかす。 

3. 本体の電源を OFF ( POWER ランプ消灯） 
にする。 


4. 本体前面じある UID スイ、ソチを押して、 
UID ランプを点なさせる。 



曰.本体(こ接続しているすべてのケーブル、 
および電源コードを取り外し、 UID ラン 
プが消のしていることを確認する。 


本体背面のケーブルや電源コードを取 
り外す前(こ UID ランプで取りかそうと 
している装置であることを確認してく 
ださい。 
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目. 


前面の左ちにあるセットスクリューをゆ 
るめて、八ンドルを持ってゆっくりと 
ラックか6引き化す。 

本体の両端をしっかりと持てる位置（約 
1己 cm ほど）までゆっくりと静かにラック 
か6引き化してください。 



装置を引き出しずざると、サポートブ 
ラケットか 5 装置びがれて落下ずるお 
それびあります。 



セツトスクリュー 


セツトスク 


リユー 



7. 本体の左ち底面をしっかりと持って取り外し、じょうぶで平6な机の上に置<。 

I w-Oi® 

I装置を引き出したまま放置しないでください。必ずラックか 5 取りがしてくださし、。 


ラックの機構部品も取り外す場合は、「取り付け手順」を参照して取りかしてください。 
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本体をネツトワークに接続します。 

ネツトワークケーブルを本体に接続してから添付の電源コードを本体に接続し、電源プラグ 
をコンセントにつなげます。 





0A 

装置を安全にお使いいただくために次の注意事項を必ずお守りください。指示を 
守5ないと、人が死こずる、または重傷を負うおそれびあります。詳しくは 、 iii 
ページ ly 降の説明をご覧ください。 

• めれた手で電源プラグを持たない 

• アース線をガス管につなびない 


A ミ主意 


装置を安全にお使いいただくために次のを意事項を必ずお守りください。指示を 
守5ないと、义傷やけびなどを負うおそれや物的損害を負うおそれびあります。 
詳しくは、 m ぺージ ly 降の説明をご覧ください。 




• 指定 ly がのコンセントに差し込まない 
• たこ足配線にしない 
• 中途半端に差し込まない 
• 指定 m がの電源コードを使わない 

• プラグを差し込んだままインタフ I ースケーブルの取り付けや取りがしをしない 
• 指定杉がのインタフェースケーブルを使用しない 


M-O • 本体および接続ずる周辺機器の電源を OFF にしてか5接続してください。 ON の状態の 
まま接続ずると誤動作や故障の原因となります。 

• NECm が(サードパーティ）の周辺機器およびインタフェースケーブルを接続する場合 
は、お買い求めの販売店でそれ5の装置び本装置で使用できることをあ5かじめ確認し 
てください。サードパーティの装置の中には本装置で使用でをないものびありまず。 


■: 無停電電源装置 （ UPS ) を導入し、電源制御システムの構築を検討されている場合は、お買 

い求めの販売店または保ずサービス会社にお問い合わせください。 
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2 1101011 


端滞端滞端《滞端縣滞端端滞滞滞滞滞滞端滞端滞論 

000000000000000000000000000000000000 


化。。。 

□ 〇 S S 〇日 @CJ® 〇 


シリアルインタフエー 
スを持つ装置(管理コン 
ピュータなど*) 


* 保守の際に使用する。通常は使 
用しない。 


シリアルインタ 
フェース機器 


11101011 


LAN 上のネットワー 
クシステム（八ブを介 
して接続されます） 


クラスタ用ネットワークへ 


2 占 


最後に添付の電源コードを 
コンセントに接続ずる。 




八ブ(マルチポートリ 
ピータ） 


ー ネットワーク(こ接続する前に次の点について確認してください。 

• インターネットサービスプ□バイダ ( ISP ) との契約情報 

インターネットサービスプ□バイダけ i 下 nsp」 と呼ぶ)と契約してインターネット接続 
のためのを種情報を確認してください。イントラネットで用いる場合は、 LAN のネット 
ワーク設定を確認してください。 

• ネットワーク機器 

必要なルータ、八ブ、ケーブルが準備されていることを確認してください。またにドと 
の接続に用いるルータもしくはダイヤルアップルータじ、あ6かじめインターネット接 
続に必要な設定を巧い設置しておいてください（イントラネットで用いる場合は必要な 
いことちあ LJ ます）。 

• クライアントマシン 

本装置とは別(こ 、 Windows 9己/ 98/ Me 、 または Windows XP、Windows 2000、 
Windows NT 4.0 のいずれかの Windows OS が利用可能なクライアントマシン ( PC ) を用 
意してください。最低限の初期設定を行うための r 初期導人設定ツール」の実行に利用し 
ます。 


W 上で本体の電源を ON にできる状態じなりました。購入後、初めて本体の電源を ON にする 
場合は、この後の r 初めてのセットアップ」をご覧ください。再セットアップの場合は、73 
ページの「再セツトアップ」を参照してください。 
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初めてのセットアップ 

購入後、初めてシステムをセットアップする時の手順について順を追って説明します。 


初期導入設定用ディスクの作ぶ 


r 初期導入設を用ディスク」は本装置をインターネットサーバとして導入するために最低限必 
要となる設定情報が保存されたセットアップ用のフ□、ソピーディスクです。 

r 初期導入設を用ディスク」は、添付の初期導入設を用ディスクにある r 初期導入設をツール」 
を使って作成します。初期導入設定ツールは 、 Windows 95/98/ Me 、 または Windows 
2000 、 Windows NT 4.0 、 Windows XP のいずれかが動作する コン ピュ ータで 動作します。 


初期導入設定プ□グラムの実行と操作の流れ 

Windows マシンを起動して、次の手順に従って初期導入設定用ディスクを作成します。 

1 . Windows マシンのフ□、ソピーディスクドライブに添付の初期導人設定用ディスクをセットする。 

2. フ□、ソピーディスクドライブ内の「初期導入設定ツール ( S ねけ upConf . exe )」 をエクスプ □— ラな 
どか6実行する。 

[ Linux ビルドアップサーバ初期導入設定ツール]が起動します。プ□グラムは、ウィザード形式と 
なっており、をページで設定(こ必要事項を入力して進んでいきます。 

必須情報が人力されていない場合や人力情報に誤りがある場合は、次へ進むとき(こ警告メ、ソセー 
ジが表示されます。項目を正し<人力し直して<ださい。人力事項については、この後の説明を 
参照して< ださい。 

すべての項目の人力が完了すると、フ□、ソピーディスクに設定情報を書き} A んで終了します。 

3. 初期導入設定用ディスクをフ□、ソピーディスクドライブか6取り化し、「システムのセットアッ 
プ」(こ進む。 

初期導入設定用ディスクは再セットアップの際(こも使用します。大切に保管してください。 


セットアップ 
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各入力項目の設定 

[InterSec LB 300 a 初期導入設定ツール]で入力する項目について説明します。 


パスワード設定画面 

システムのセットアップ完了後、管理コン 
ピュータから Web ブラウザを介して、シス 
テムに□グインする際のパスワードを設定 
します。この画面にある項目はすべて入力 
しないといけません。 

パスワードは推測されにくく覚えやすいも 
のを用意してください。 

ー パスワードは画面に表示されませ 
I チェック I ん。タイプミスをしないようミ主意し 
てください。 

設定済みパスワード 

初めて設定する場合は、同捆の別紙 「 root パスワード」に記載されたパスワードを入力し 
てください。 W 前に設をを行っている場合は、設をされているパスワードを入力してく 
ださい。 

パスワード 

設定するパスワードを入力してください。ここで入力したパスワードは、管理者 ( admin ) 
で□グインする場合に必要となります。パスワードを忘れたり、不正に利用されたりし 
ないように、パスワードの管理は厳重に行ってください。 

なお、パスワードを変更したくない場合は、既存パスワードと同一のパスワードを新パ 
スワードとして設をしてください。 

パスワード再入力 

パスワードの磕認用です。パスワードと同一のものを入力してください。 



ネットワーク設定画面〜 LAN ポート1(外部 LAN ) 用〜 


LAN ポート1 ( 外部 LAN ) のネットワーク設 
ををします。[セカンダリネームサーバ ] W 
外は必ず入力してください。 

ホスト名 ( FQDN ) 

ホストをを入力してください。入力の 
際には、 FQDN の形式（マシンを.ドメ 
インを)の形式で入力してください。ル 
文字でかつ"."記号を含んだフルドメ 
インをで入力して<ださい。英数ル文 
字、[ — ]、[. ] が使用できます。最初 
の1文字目は英ル文字のみ有効です。 
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IP アドレス 

1 枚目の N に (LAN ポート 1( 外部 LAN)) じ割り振る IP アドレスを指をしてください。 

ヴブネットマスク 

1 枚目の N に (LAN ポート 1( 外部 LAN)) に割り振るサブネットマスクを指定します。 

デイフオルトゲートウェイ 

デイフオルトゲートウェイの IP アドレスを指をします。デフオルトゲートウェイがを在 
しない場合は、1枚目の N にと同じ IP アドレスを入力してください。 

プライマリ ネームサーバ 

プライマリ ネームサーバの IP アドレスを指定し ます。 プリマリ ネームサーバが 存在し な 
い場合は、1枚目の N にと同じ IP アドレスを入力してください。 

セ カンダリ ネームサーバ 

セカンダリネームサーバが存在する場合は、その IP アドレスを指をします。 


ネットワーク設定画面〜 LAN ポート2(内部 LAN) 用〜 

LAN ポート2(内部 LAN ) のネットワーク設 
定:をします。 

M-O • フ王イルオーバ型クラスタ構成 
(二簡ヒ)にしない場合も設定び 
必要です。 

参 LAN ポート 1 のネットワークア 
ドレスとは別のアドレスを入力 
して < ださい。 


IP アドレス 

2あ目の N に ( LAN ポート2(内部 LAN )) に割り振る IP アドレスを指をしてください。 

ヴブネットマスク 

2枚目の N に ( LAN ポート2(内部 LAN )) に割り振るサブネットマスクを指定します。 



巧目を入力したが戍への) > j 对 p してください 


<戻るを）」 [ みへ化)> I キャン■回レ J 


セットアップ 
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システム構成設定画面 


本装置では、耐障害性じ優れたクラスタ環 
境を構築することができます。ご利用形態 
に合わせて設定してください。 

本装置2台でフェイルオーバ型クラスタ構 
成(二重化）にする場合は一方を[コーディ 
ネータ]、もう一方を[バックアップコー 
ディネータ]として選択してください。 

1台で構成する場合は、[コーディネータ] 
を選択してください。 



冗長構成設定画面 


本装置をフェイルオーバ型クラスタ構成 
(二重化)にする場合、本装置の死活監視を 
冗長構成にすることができます。 

本装置を二重化しない、または、二重化す 
るが死活監視を冗長構成にしない場合は、 
[二重化しない、または二重化するが冗長 
構成を使用しない。 ] を選択してくださ 
い。 

2枚目の LAN を使用する場合はに枚目の 
LAN を使用する。]、 RS -232 C を使用する 
場合は [ RS -232 C を使用する。]、両方使 
用する場合はに枚目の LAN と RS -232 C の 
両方を使用する。 ] を選択してください。 
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システムのセツトアツ 


初期導入設をツールで作成した r 初期導入設定用ディスク」を使用して、短時間で初期状態へ 
のセツトアップができます。 


セットアップの手順 

tTF の手順でセツトアップをします。 


■ I ： 正しくセットアップできないときは、々ぺージ、および164ぺージを参照してくださし、。 

rETTl 


1. 本体の LAN ポート(こネットワークケーブ 
ルが接続されていることを確認する。 


2 . 前述の r 初期導人設定用ディスクの作成」 
で作成した初期導入設定用ディスクを3.己 
インチフ□、ソピーディスクドライブに 
セツトする。 


3. 本体前面の POWER スイッチを押す。 
POWER ランプが点のします。 


しば6<すると、初期導入設定用ディス 
クか6設定情報を読み取り、自動的(こ 
セットアップを進めます。2〜3分ほどで 
セツトアップが完了します。 


W 上でシステムのセツトアップは完了しました。 


— «〇 セットアップの完了び確認できた5セットした初期導入設定用ディスクをフ□ッピーディス 
クドライブか5取り出して大切に保管してください。再セツトアップの時に再利用すること 
びでさます。 




3.5 インチフ □、ソピー 
ディスクドライブ 


P ハ〇ぶぶハ0_000_〇ぶぶハん0ハん0ぶぶぶハん〇ぶぶぶぶ 


滤 


殺滞紙滞線紙滞紙 を。。其。。。。。。。。ぶ^^^^^^ 

。口 1 1^ 〇 § § § 日 © LJ ® 。 


POWER スイ、ソチ 


セットアップ 
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セットアップに失敗した場合 

システムのセットアップに失敗した場合は、ビープ音をらすことでお客様に異常を知らせま 
す（自動的に電源が OFF ( POWER ランプ消灯)になります)。正常にセットアップが完了しな 
かった場合は、初期導入設定用ディスクに書き化される□グファイル noggirig . txt 」 の内容を 
コンピュータの r メモ帳」などのツールを使って磕認し、再度初期導入設をツールを使用して 
初期導入設定用ディスクを作成し直してください。 

く主な □ グの出力例 > 

■ rinfo: completed 」 

-正常にセットアップが完了した場合に表示されます。 

■ 「 Info: quitting with no change 」 

一初期導入設定ツールを使って再度作成せずに、一度セットアップに使用した初期導 
入設定用ディスクを再使用した場合に表示されます(設をは反映されません)。 

■「Cannot get authentication: root 」 

- 初期導入設定用ディスク中のパスワードの指定に誤りがある場合に表示されます。 

■ 「 Error: invalid file: /mnt/floppy/linux.autj 

-初期導入設を用ディスク中のパスワード情報を格納したファイル （ linux . aut ) が正し 
<作成されなかった場合に表示されます。 

■ 「 Error: cannot open: /mnt/floppy/linux.aut 」 

一 初期導入設を用ディスク中のパスワード情報を格納したファイル （ linux . aut ) が正し 
<作成されなかった場合に表示されます。 

セツトアップや運用時のトラブルについての対処を164ページで詳しく説明しています。 
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負巧分散廣境の臓 


Management Console より [ LoadBalancer ] アイコンを選択すると下の画面を表示しま 
す。をメニューには[ヘルプ]がありますので、設を項目などの詳細はそちらを参照してくだ 
さい。 



• 上部メニュー 

一 システム情報 

LoadBalancer の設定:や状態表示を行います。上図は LoadBalancer を二重化したと 
きの構成例です。（システム情報の詳細については、55ぺージの r コーディネータ設 
を項目の説明」を参照してください。） 

また、死活監視メディアには、じ(下の状態があります。 

設定済み： [ Active ] 通常状態(グリーンで表示） 

に own ] ダウン状態（ピンクで表示） 

ホ使用： 一 未使用状態(グレーで表示） 

-グループ 追ぶ 

分散グループの追力□を行います。 

-バックアップ 

設をされている情報のバックアップや□ー ド、クリアを行います。 

-モニタ情報 

LoadBalancer の分散状態や統計情報を表示します。 

-監視/通報 

LoadBalancer の監視/通報機能の設定を行います。 

-ヘルプ 

LB 30 Oa の概要や環境構築方法についてのオンラインマニュアルです。 

• 左側表示欄 

設をされている分散グループを表示します。 

• 中央表示欄 


セットアップ 


上部メニューの選択に応じた表示領域です。 
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負荷分散環境の構築手順 

1分散ノードの設定を行います。 （ r 分散ノード側の設定」を参照して<ださい。） 

2負荷分散を行うグループの追力日設をを行います。 

3設をした負荷分散グループに所属させる分散ノードの追力□設定を行います。 

(構築例） 

Management Console に接続し、 [ LoadBalancer ] アイコンをクリックし、左のツリー 
からグループを 選択す るとじ (下のような画面が表示されます 。 Web サーバ 固を化の i - 
mode HTMU こよる設定で、そのグループには分散ノー ドが2台ある構成例です。 

設を後の情報は W 下のようになります。 



畐本となる負荷分散方式 


• ラウンド□ビン ( IT ) 

分散ノー ドは全て対等として扱われ、クライアントからの要求を分散ノー ドに順番に割 
り当てます。 

参最小コネクション ( Ic ) 

接続された要求数 ( TCP コネクション数)の最も少ない分散ノードに、クライアントから 
の要求を割り当てます。 

• 重み付けラウンド□ビン ( WIT ) 、重み付け最小コネクション ( WiC ) 

「重み付けラウンド□ビン ( w 「「)」 と「重みがけラ最小コネクション ( wic )」 のを分散方式で 
は、分散ノードの CPU 負荷に応じた動的重み付けを選択できます。このとき、分散方式 
には w 「「 は wire 、 wic は wicc と表示されます。 


—• 一つの分散グループでいずれか一つの分散方式を選択します。 

• 異なるグループでは異なる分散方式の選択び巧能です。 

• 「重み付けラウンド□ビン ( WIT ) 」と「重み付け最ルコネクション ( WiC ) 」の各分散方式に 
おいて分散ノードの CPU 負荷に応じて動的に重み付けを変更ずる機能び選択できまず。 


CPU 負荷による動的重み付け 


本 LoadBalancer は、分散ノードの CPU 負荷により動的に重み付けを自動更新する機能をサ 
ポートしています。これを利用することで、 CPU 負荷の低い分散ノードに優先的に振り分 
けることができます。 
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分散ノー ド固定化機能の利用 

要求元クライアントの IP アドレスによる固定化が行えます。要求元クライアントの IP アド 
レスによる固を化には、さらに2つの設定方まがあります。 

• クライアント個別 

要求元クライアント （ IP アドレス）単位に、分散ノードの固定化を行います。分散ノード 
のみをは負荷分散方式に従います。 

♦ クライアント IP 

を分散ノー ドで受け付けるクライアントの IP アドレスを指を(個別と範囲指をがあります) 
することじより、分散ノードの固を化を行います。 


この機能を利用することにより、 SSL や Cookie などクライアントからの接続の維持が必要な 
場合に活用することができます。 

クライアントとのコネクションが切断された後も、指定した維持時間内にアクセスが発生す 
ると、同じサーバに振り分けられれます。デフォルトのセッション維持時間は5分です。 

SSL を利用する場合の設定は負荷分散グループの設定時に SSL ポートの指定およびサーバ固 
を時間を設をすることで機能します。 

Cookie を利用する場合の設定は、 http の負荷分散グループの設を時にサーバ固を時間を設定 
することで機能します。 

なお、 SSL の設をを行った場合は Cookie での設定は必要ありません。 

ftp の場合も同様に、 ftp の負荷分散グループの設定時にサーバ固定時間を設をすることで機 
能します。 


Web ヴーノ 個定化機能の利用 

本 LoadBalancer では Web サーバを分散ノードとする場合に、3つのタイプの固を化が行え 
ます。 

• URL 

分散ノード ( web サーパ）において、受けがける URL のパターンを設定することにより分 
散先を固を化することができます。 URL パターンの指をには、 URL 、 ディレクトリ、拡 
張子の3つがあります。 

• i-mode HTML 

i モード端末からリクエストを最初のリクエストで分散したノードに固を化する機能で 
す。 

♦ クライアントタイプ 

要求元のクライアントが i モード端末かそれ t (外(一般の PC など)かにより分散先を固を化 
する機能です。 


セットアップ 
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分散ノー ドの待機系機能の利用 

LB 300 a では、分散ノードを待機系として設定することができます。通常運用系として利用 
するノードと違い、通常は分散対象にはならない待機ノー ドです。 

待機系の分散ノー ドは、設定時に運用系のノー ド数を設定し運用系のノードがその設定した 
数になると分散対象に力□えられます。また、運用系ノードの数が設定した数より多くなる 
と、待機系に戻ります。 


グループ登録 

Management Console に接続し、 [ LoadBalancer ] アイコンをクリックし、[グループ追力日] 
をクリックして分散グループを登録します。 



グループ設定項目の説明 

• グループ名 

負荷分散を行うグループとしてユニークなを称を設をしてください。文字は、アルファ 
ベット ( A 〜 Z ， a 〜 Z )、 英数字 (0 〜9)、記号し， -) を使用し63文字じ(内で記述しま 
す。 

• 仮想 IP アドレス 

負荷分散を行うグループじ割り当てる仮想的な IP アドレスを設をしてください。クライ 
アントからのアクセスはこの仮想 IP で行われます。 DNS を利用する場合は、 DNS サーバ 
にこの仮想 IP アドレスに対応するドメインをを設ちします。 

• プ□トコル 

負荷分散を行う通信プ〇トコルを選択します。 

• ポー ト番号 

負荷分散を行う IP 通信のポート番号を設定してください。 t (下の Single 、 Range 、 All 、 
Multi からひとつを選びます。 

Single :単ーポートへのアクセスの場合はに ingle ] を選択し、そのポート番号を設をし 
よす0 

Range :使用するポート番号の範囲を指定する場合は [ Range ] を選択し、そのポート番 
号の範囲を 1024-2048 のように [-] で区切って設ちします。範囲を複数個 
指をする場合は1024 -1124:1150-1300 のように"："で区切ります。 
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All : すべてのポートを使用する場合は [ All ] を選択します。 

Multi : http と https ( SSL ) のように複数のポートを同時に使用する場合は [ Multi ] を選 

択し、ポート番号を80:433のように[:]で区切って設ちします。更に、80: 
443: 1024-1500 のようにポートのレンジ指定も同時に設定できます。 


分散方式 

負荷分散の方式を選択して < ださい。 
ラウンド□ビン(「「）： 


最ルコネクション ( Ic ) : 


重み付けラウンド□ビン ( w 「「） 


重み付け最ルコネクション ( wl ヴ： 


分散先のサーバーを順番に選択して分散を行いま 
す。 

分散先のサーバーで実行しているコネクションが一 
番少ないサーバに分散を行います。 

分散ノードに重みがけを行い、その重み付けによる 
ラウンド□ビン分散を行います。 

分散ノードに重みがけを行い、その重みがけによる 
最小コネクション分散を行います。 


CPU 負荷による重み付け 

分散ノードの CPU 負荷による動的重み付けを行う場合は、[する]を選択します。なお、 
本設をは分散方式で[重みがけラウンド□ビン ( w 「「] または[重み付け最小コネクション 
( wic )] を選択した場合に有効じなります。 

分散ノード固定化 

クライアントが接続する分散ノードを固定したい場合には r する」を選択します。固定化 
はクライアントのソース IP アドレスを識別して行われます。 

SSL や Cookie または ftp のようなプ〇トコルを使用する場合は分散ノードを固定化する必 
要がありますので r する」を選択します。 

分散ノー ドの固を化で r する」を選択した場合は、その固を時間を120〜86400秒の間で 
設定する必要があります。固定時間は、クライアントからアクセスが無くなってからク 
ライアントと分散ノー ドの通信パスを維持しておくための時闇です。 

I H-O ポート番号でに in 呂 le ] 似がを選択した場合は、必ず使用 r ずる」になります。また、ポー 
卜番号で [ Single ] を選択した場合の分散ノードの固定化と Web ヴーノ ' I ’ の固定化は排他に 
なりまず。 

「する」を選択した場合、じ(下の固を化方式を選択します。 


クライアント個別： 


クライアント IP アドレス 


クライアントごとに分散方式にしたがって固定化す 
る分散ノー ドをま定します。 

分散ノー ドに固を化するクライアントのソース IP ア 
ドレスを指をします。指を外クライアントからのリ 
クエストは、分散グループ全体で分散され、いずれ 
かで固を化されます。ソース IP アドレスが複数の分 
散ノードで重複する場合は、分散方式が適用されま 
す。 
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• Web ヴーバ固定化 


分散対象として Web サーバを固定化したい場合には r する」を選択します。 Web サーバの 
固を化では、 HTTP^°D トコル情報を識別して固を化します。 

Web サーバの固を化で r する」を選択した場合は、その固定時間を〇〜86400秒の間で設 
をすることができます。固を時間は、クライアントからアクセスが無くなってからクラ 
イアントと Web サーバの通信パスを維持しておくための時間となります。* 

* i-mode HTML の場合は時間設定はありません。 

ポート番号でに ingle] を選択し、分散ノードの固を化を「しない」じ設をした場合に Web 
サーバ固を化の r する」 r しない」を選択できます。 

r する」を選択した場合、じ(下の固定化方式を選択します。 

URL : HTTP リクエストに含まれる URL 情報により分散 

ノードを固定化します。固を化時闇を0じした場合 
は、分散のみで固定化されません。 

i-mode HTML : 巧ードコンテンツに分散ノードに固有の情報を付 

力□し、コンテンツのリンク先を表示する場合は固定 
化されます。この方式では、固定化時間に関係な< 
固を化されます。 

クライアントタイプ： HTTP リクエストに含まれる URL 情報で巧ード携 

帯端末とそれ W 外 (PC など)を識別し、それぞれの 
コンテンツが格納されたサーバに分散され固定化し 
ます。固定化時間を0じした場合は、分散のみで固 
を化されません。 

Management Console の 
[LoadBalancer] アイコンを選択 
し、左のツリーにある登録済みグ 
ループをクリックします。分散グ 
ループの情報画面が表示されま 
す。 



分散グループ 


[変更]ボタン： 

グループの設を内容を変更します。 

[削除]ボタン： 

グループの削除を行います。 

[追力日]ボタン： 

グループに分散ノー ドの追力□を行います。 

状態 


Using : 

正常状態です。 

Deleted : 

何らかの原因で設をが壊れた状態であるため、いったん分散グ 
ループを削除し設ちしなおすか、セーブした設を情報を□ー ドし 
て設ををやり直してください。 

Distributing : 

コンテンツデリバリ機能の配信実行中です。 

Distributing Error : 

コンテンツデリバリ機能の配信に失敗しました。 
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分散ノー ドの登録 

LB 30 Oa の Management Console の [ LoadBalancer ] アイコンを選択し、左のツリーにある 
登録済みグループをクリックします。分散グループ情報画面から[追力日]をクリックして、分 
散ノードを登録します。 



• ノード名 

分散ノードのサーバを (63 文字じ(内)を入力して<ださい。使用可能な文字は、アルファ 
ベ、ソト ( A - Z ， a - z )、 英数字(0-9)、記号し，- ) です。 

♦ サーバ 種別 

運用系か待機系かを選択します。待機系を選択した場合は、残り何台になったら運用系 
じ遷移するかの台数を指をします。 

♦ 仮想 IP アドレス 

登録する分散グループの仮想 IP アドレスです。 

♦ 分散ノードの IP アドレス 

分散ノードの実 IP アドレスを入力します。 

• クライアント IP (固定化方法にクライアント IP を指定した場合のみ） 

を分散ノードが処理の対象とするクライアントの IP アドレスを指をします。[変更]で削 
除(クリア)します。 

♦ URL 個定化方法に URL を指定した場合のみ） 

URL のルールを指をします。ルールには URL 、 ディレクトリ、拡張子の3つがありま 
す。複数ルールに該当するリクエストは、 URL ーディレクトリー拡張子の順で判断しま 
す。 URU レールの記述の際には http :// をがけて指をします。また、大文字/ル文字は 
区別されます。陵見で削除(クリア)します。 URL のルールに指を可能な文字は rA - Z ， a - 
z ，0-9，-，_ ，ち/，？，し)，@，$」です。 

• クライアントタイプ個定化方法に- mode HTML を指定した場合のみ） 

i - mode か PC かを選択します。 

♦ ウ I イト値 

グループ登録時の分散方式の設をで r 重み付けラウンド□ビン」または r 重みがけ最ル〕ネ 
クシヨン」を選択した場合のみ設定できます。 CPU 負荷による動的重み付けを行う場合は 
自動設定となりますので 、 Dynamic Weight と表示されます。 

H |： ウェイト値は全分散ノードと当該分散ノードに割り当てるウェイト比率として設定!す 
ると分散の目安となります。 

例えば3台の Web サーバへの分散において、それぞれのマシンの CPU 周ぶ数が、 
400 MHz ，600 MHz ，800 MHz の場合、単純に CPU パワーの差を処理能力とすると、ウェ 
イト値は4:6:8という設をで 800 MHz のマシンが一番優先度の高い分散が象となりま 
す。 
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ヘルスチェック 

Ping , TCP Port , http から選択します。複数個の選択もできます。 

ping : 分散ノードにに MP _ ECHO _ REQUEST を送り、に MP _ ECHO _ REPLY が返 

るかをチェックします。 

TCP Port :指をしたポート番号で通信ができるかをチェックします。 

http : 指定した URL に GET リクエスト送りレスポンスがあるかをチェックします。 

分散ノー ドのダウン橫化は、選択されている方式のうちいずれか一つでも応答がない場 

合にに OWN ] とします。 

ヴーバタイプ 

分散ノードの 0 S タイプを表し、 linux / winnt / win 2 k / sola 「 is があります。 

linux : Express 5800 / MailWebServer 、 MW シリーズまたは Linux です。 

winnt : WindowsNT 4.0です。 

win 2 k : Windows 2000です。 

Solaris : SolarisS です 0 

状態 

Active のみ分散対象となります。それじ(外の状態は分散対象から除外されます。 

Active : 正常状態です。 

Deactive :[停山で停止された状態です。 

Standby : 待機系に設定した分散ノードが待機の状態です。 

Distributing :コンテンツ配信機能が分散ノードへコンテンツを配信中です。 

Down : 分散ノー ドがダウンしている状態です。分散ノー ドの電源が投入されてい 

ないか、ネットワーク機器等の異常や分散ノード側のサーバ稼動状態に異 
常が発生している場合がありまずので接続機器や分散ノード側の Web サー 
バ等の稼動状況の確認を行って<ださい。また、ネットワーク機器や分散 
ノードに異常がない時に、この状態が一時的に表示される場合は、ネット 
ワークの高負荷や分散ノー ドが高負荷状態になっている場合がありますの 
で、モニタで確認のうえコーディネータの[設定]で r ヘルスチェック」(分散 
ノード側）の時闇設定を大きくして改善するかを確認して < ださい。 

Deleted : 設定が正しく行われていない状態です。ネットワーク機器の異常やネット 

ワークの高負荷により発生する場合がありますので、接続機器や負荷状況 
等を磕認して<ださい。復旧しない場合は、何らかの原因で設を内容が 
壊れている場合がありますので、一旦設定の削除を行い再度設ををしなお 
すか、セーブした設定情報を□ー ドして設定をやり直してください。 



Disable : 


分散ノー ドとの通信が正常でない状態です。分散ノードを追力□した時 
にこの状態になる場合は、分散ノードに LoadBalance 拥モジュールが 
組み込まれていないか、正常に動作していないかです。分散ノードに 
LoadBalancer 用モジュールを組み込むか、マシンの再起動をしてくだ 
さい。運用中にこの状態になる場合は、ネットワークの負荷等により 
分散ノー ドからの情報が取得できていない場合があります。コーディ 
ネータの[設赶で「ヘルスチェック(1-03祀3|31106「)」の時間と回数を大 
きくして状ミ兄が改善するか磕認してください。 

Distributing Error :コンテンツデリバリ機能がコンテンツ配信に失敗しました。手動で再 
実行するか、設をを見直して再度設定して<ださい。 

• [停止]ボタン 

分散ノードへの負荷分散を停止します。 

♦ [再開]ボタン 

停止していた分散ノー ドへの負荷分散を再開します。 

• [変更]ボタン 

分散ノードへの設定内容を変更します。 

• [削除]ボタン 

グループから分散 ノー ドを削除します。 


分散ノー ドの切り離し/復旧について 

メンテナンスが必要な分散ノードはじ(下の手順で切り離し/復旧が行えます。 

1. メンテナンスが必要な分散ノー ドを[停止]させる。 

2. 分散ノードをメンテナンスする。 

3. 分散ノードを負荷分散環境に接続する。 

4. 該当の分散ノードを[再開]する。 

分散ノードを再インストールする場合は、該当する分散ノードをグループから、いったん梢 U 
除]し、再インストールが完了後、分散ノードを負荷分散環境に接続した際、グループに分 
散ノードの[追ぶ]を行ってください、 


コーディネータ設定項目の説明 

[システム情漸で LB 30 Oa 設定情報を表示させ、啟赶をクリ、ソクすると設定情報の変更が 
できます。 

• □グ採取期間 

□グを探取する量を日単位で設ちします。デフォルトは1日です。探取■を1日とした場合、 
□グは24時間経過した時点でファイルの始めから採取されます。□グのサイスま状況により 
変化します。 
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ヘルスチ I ックの間隔 


コーディネータがバックアップコーディネータや分散ノードを監視する間隔を1〜300秒 
で設定できます。デフォルトは10秒です。 


• ヘルスチェックの回数 

コーディネータがバックアップコーディネータや分散ノードの監視において応答が無 
かった場合のダウンを橫化するまで試行する回数(分散ノード側)とフェイルオーバ開始ま 
で試行する回数 ( LB 300 a 側)を1〜3回で設をできます。デフォルトは2回です。 

• CPU 負荷による重み付けの変更間隔 

分散ノードの CPU 負荷情報をコーディネータが取得する間隔を1〜120秒で設をできま 
す。デフォルトは2秒です。 

• モニタ更新間隔 

モニタで採取するデータの更新間隔を1〜10秒で設定します。デフォルトは2秒です。 

• □グレベル 

コーディネータで採取する□グ情報のレベルを設ちします。□グは、障害発生時の解析 
データとして利用します。 

レベル0:起動、停止、分散ノードダウン、フェイルオーバなど基本的なイベントを採取 
します。 


レベル1:レベル0に力□え、リトライ等の詳細な情報を採取します。 

レベル2:レベル1じ力□え、モジュールの内部エラー等の情報を採取します。障害発生時 
等に解析のため一時的に使用します。通常は設定しないでください。 

レベル3 : LB 300 a モジュールの動作等の詳細な情報を採取します。障害発生時などに解 
析のため一時的に使用します。また、この設定を行うと、 CPU 負荷が高くな 
りレスポンスが劣化する場合がありますので通常は設ちしないでください。 


設定情報の保存と復旧 

[バックアッスをクリックすると「設を情報バックアップ」画面に W 下のメニューが表示さ 
れます。 

• 設定情報のセーブ 

L 目 300 a の設を情報をファイルじセーブします。設定情報ファイルは、ブラウザを介し 
てダウン□ー ドされます。 

• 設定情報の□ード 

セーブした設定情報を□-ドします。ブラウザを介して設定情報を LoadBalancer じ 
アップ□ー ドします。 

• 全ての設定情報のクリア 

L 巨 300 a に設定している情報をすべてクリアします。 
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LoadBalancer モニタ 

[モニタ 情報] をクリ、ソク すると、分散状態や統計情報を表示します。 


&oup:iveb3 Virtual IP： 192.168 .0.3 ProtocohTCP 

Server IP address Status Weicht Packets/sec 


IP address 

192.168 .0.65 
192.168 .0.63 
192.168 .0.61 
192.168 .0.62 


s/sec TOP R. 

,7 79 


Persistences 
U Status 


5857' 

185028 

14737 

438821 


LoadBalancer CPU Status 


巧計槪祿示 11 ヴル-ブ迭巧 J 


臨計情報表示]ボタン 
負荷分散グループの統計情報履歴 
を表示します（次ページ参照)。 


[グループ選択]リストから 
は統計情報を表示する負荷分 
散グループを選択できます。 


Group 
Virtual IP 
Protocol 
Method 
Persistence 
Server 
IP address 
Status 

Weight 

Packets/sec 

Bytes/sec 

TCP Req/sec 

CPU Status 

LoadBalancer CPU Status 


負荷分散グループをです。最大 14 文字まで表示されます。 
負荷分散グループの仮想 IP アドレスです。 

負荷分散を行う通信プ〇トコルです。 

負荷分散方式です。 

分散ノード固を化時闇です。 

分散ノードをです。最大9文字まで表示されます。 

分散ノードの IP アドレスです。 

分散ノー ドの状態です。詳細は分散ノー ドの r 状態」項目を参 
照してください （54 ページ)。 

分散ノードに設をされた重みがけです。 

分散ノードに送信した1秒闇当たりのパケット数です。グラ 
フは20,000パケット/秒を最大値とした目安です。 

分散ノー ドに送信した1秒闇当たりのバイト数です。グラフ 
は 10 M バイト/秒を最大値とした目安です。 

分散ノー ドに送信した1秒闇当たりの TCP コネクション接続 
要求数です。グラフは2,000リクエスト/秒を最大値とした 
目安です。 

分散ノードの CPU 使用率です。 

本装置の CPU 使用率です。 


セットアップ 
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統計情報グラフ画面の説明 



普告:予雨 r 伽す 


に00 min ] は、グラフのスケールを拡大します。グラフ縦軸の数値はスケールにより変化し 
ます。 

[Zoom out ] は、グラフのスケールを縮ルします。グラフ縦軸の数値はスケールにより変化 
します。 


プルダウンメニューから表示する統計情報を選択します。 

Packets : 負荷分散によって分散ノードに転送したパケット数合計 

Bytes : 負荷分散によって分散ノー ドに転送したバイト数合計 

TCP Requests : 負荷分散によって分散ノードに転送した TCP コネクション接続要求数 
合計 

プルダウンメニューから表示するグラフタイプを選択します。 

Line Graph : 統計情報を巧れ線グラフで表示します。ホのラインは負荷分散グルー 

プ全体の統計を表します。 

Bar Graph : 統計情報を棒グラフで表示します。負荷分散グループ全体(赤のライ 

ン）と分散ノー ドが比較できます。 

プルダウンメニューから表示する期間を選択します。 

Month : 過去30日の統計情報を1日単位で表示します。グラフのを値は、0時か 

ら次の0時爆新の備ま〇時から現時点)までの統計です。 

Day : 過去24時間の統計情報を1時間単位表示します。グラフのを値は、正 

時から次の正時(最新の値は前の正時から現時点)までの統計です。 


LoadBalancer 監視/通報の設定 

Management Console に接続し、 [ LoadBalancer ] アイコンー [ LoadBalancer 監視/通報] 
をクリックすると、次の画面が表示されます。 


ブロたス巧巧芭巧 

を 巧する <活韻な L ) く白か告 
起れむし） 

-フー-瓜 是浦- —打 。レす - jT 

監視呈ジ删 删しない 

万イ-が^ ド巧 

ク巧巧 ン巧巧 

j 巧额しない 通報しない 

臣を/這巧 
固店 

1(み） 
























































[設定]をクリックすると、次の画面が表示されます。 



• プ□セス異常監視と通報 

LoadBalancer プ□セスおよびコンテンツデリバリプ□セスの異常発生の監視とその発生を 
E-mail で通報を行うかの設定状態です。監視が設定されている場合、 LoadBalancer プ□セ 
スおよびコンテンツ配信プ□セスの監視を行います。通報が設定されている場合は、 E - 
mail での通報を行いまず。さらに自動再起動が設定されている場合、 LoadBalancer プ□セ 
スおよびコンテンツ配信プ□セスの異常をネ矣化すると自動的に復旧を試みます。 

自動再起動が設定されていない場合は、手動での再起動となります。自動再起動の設定 
は LoadBalance に重化環境では設定できません。 L 巨30 Oa 二重化環境において、フェ 
イルオーバが発生した場合は、コーディネータ側の LoadBalance ヴ□セスは自動的に停 
止します。 

LoadBalancer プロセスとは、 LB 30 Oa が負荷分散、ノードの管理などを行うための専用プロ 
セスのことです。 

♦ ファイル異常監視と通報 

ファイル異常の監視とその発生を E-Mail で通報するかを設定します。監視する場合は、 
ファイル異常を横化すると自動的に復旧を試みます。さらに、 E-Mail で通報が設をされ 
ている場合は、 E-Mail での通報を行います。 

H： ここでいうファイルとは、 LB 30 Oa の負荷分散設をファイル、 LoadBalanc がプロセスのバイ 
ナリファイルのことです。 

• フェイルオーバの 通報 

フェイルオーバが発生した場合、 E-Mail で通報するかを設定します。 

• フェイルバックの通報 

フェイルバックが発生した場合、 E-Mail で通報するかを設ちします。 

• 分散ノードダウンの通報 

分散ノードのダウンをお化した場合、 E-Mail で通報するかを設定します。 

• 監視/通報間隔 

デフォルトは1分です。設定可能な範囲は1〜1.440分です。[単位：分] 
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• E - Mail アドレス 

通報を行う時の、 E-Mail の送信先アドレスです。通報先は2つまで設定できます。 E-Mail 
通報を選択していない場合は表示されません。 

• メールサーバ IP アドレス 

通報において E-Mail 送信を行う時に使用するメールサーバの IP アドレスです。 E-Mail 通報 
を選択していない場合は表示されません。 

* E-Mail じよる通報を行う場合は、メールサーバが必要です。 

W 下の項目は LoadBalancer の動作状態を表示します。 

• LoadBalancer プ□セス 

Loa 祀 alancer プ□セスの動作状態を表示します(正常動作/停止）。 

• コンテンツデリバリプ□セス 

コンテンツデリバリプ□セスの動作状態を表示します(正常動作/停止）。 

• プ□セス起動動作 

LoadBalancer プ□セスまたはコンテンツデリバリプ□セスが停止状態の時に表示されま 
す。[停止プ□セス起動]をクリ、ソクすると停止しているプ□セスを再起動します。 

• 監視□グ表示 

[監視□グ表示]をクリックすると、監視□グを表示します。監視□グは□ーテート(それ 
までに記録した□グファイルを退避して、新たに□グを記録しはじめること）設定が行 
えます。設定方まについては、 [LoadBalancer の監視/通報]画面のオンラインヘルプを 
参照してください。 

• 通報試行 

通報試行をチェックした場合は[設定]をクリックした時にテストメールを送信します。 
テストメールの形式はじ(下のようになります。 


Subject: Express 5800 /LB 30 Oa 通報テスト 
To: xxx@xxxxx 

From: xxx@xxxxx (《To と同一の E-Mail アドレスが指定されます) 
(改行） 

Express 5800 /LB 30 Oa か6のテストメールです。 

(改行） 

Express 5800 /LB 30 Oa (このテストメールへの返信はできません） 
(EOF) 


■ 通報メール形式の説明 

E-Mail で通報するメールの形式は t (下のようじなります。 


Subject: Express 己800 /LB 30 Oa 通報メール 
To: xxx@xxxxx 

From: xxx@xxxxx (《To と同一の E-Mail アドレスが指定されます) 
(改行） 

〜メール本文〜 

(改行） 

Express 日800 /LB 30 Oa (この通報メールへの返信はできません） 
(EOF) 
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■ 通報メール内容の説明 
〈プ □ セス異常が発生した場合〉 

YYYY . MM.DD HH : MM:SS - LoadBalancer けーバ： 961) でプ□セス異常が発生しました。 

%1は本体のサーバをが入ります。 

〈コンテンツ配信プ□セス異常が発生した場合〉 

YYYY . MM.DD HH : MM:SS - LB 30 Oa (サーバ： 961) でコンテンツ配信プ□セス異常が発生し 
丈し心 0 

%1は本体のサーバをが入ります。 

〈ファイル異常が発生した場合〉 

YYYY . MM.DD HH : MM:SS - LB 30 Oa けーパ： 961) でファイル(〇/〇2)の異常が発生しました。 

%1は本体のサーバをが入ります。％2は異常になったファイルをが入ります。 
〈フェイルオーバが発生した場合〉 

YYYY . MM.DD HH : MM:SS - LB 30 Oa けーバ： 961) へフェイルオーバしました。 

%1は本体のパ 、ソク アップサーバをが入ります。 

〈フェイルバックが発生した場合〉 

YYYY . MM.DD HH : MM:SS - LB 30 Oa けーパ': %1)( こフェイルバックしました。 

%1は本体のサーバをが入ります。 

〈分散ノー ドのダウンが発生した場合〉 

YYYY . MM.DD HH : MM:SS - LB 30 Oa (サーバ： 961) で分散グループ (962) の分散 ノード (963) の 
ダウンをお化しました。 

%1は本体のサーバをが入ります。％2は分散グループをが入ります。％3はダウンし 
た分散ノー ドのサーバをが入ります。 

〈 LB 30 Oa プ□セスの復旧が完了した場合〉 

YYYY . MM.DD HH : MM:SS - LB 30 Oa けーバ： 961 ) でプ□セスの復旧が完了しました。 

運用に間題がないか Management Console の Load 目 alancer モニタで分散状ミ兄を確認してくだ 
さい。 

%1は本体のサーバをが入ります。 

〈コンテンツ配信プ□セスの復旧が完了した場合〉 

YYYY . MM.DD HH : MM:SS - LB 30 Oa (サーバ： ％1) でコンテンツ配信プ□セスの復旧が完了しまし 
た。 

運用に間題がないか Management Console の LoadBalance 斤ニタで分散状ミ兄を確認してください。 

%1は本体のサーバをが入ります。 
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〈ファイル異常が発生した際に自動的に復旧が完了した場合〉 


YYYY . MM.DD HH : MM:SS - LB 30 Oa (サーバ： 〇/〇1)でファイル(〇/〇2)の復旧が完了しました。 

マスタファイルの内容はリブート後に有効じなります。 

運用に間題がないか Management Console の LoadBalance 斤ニタで分散状ミ兄を確認してください。 
%1 は本体のサーバをが入ります。 ％2 は復旧したファイルをが入ります。 

〈分散ノードが復帰した場合〉 


YYYY . MM.DD HH : MM:SS - LB 30 Oa (サーバ： 961) で分散グループ (962) の分散 ノード (963) の 
復帰をお化しました。 

%1は本体のサーバをが入ります。％2は分散グループをが入ります。％3は復帰した 
分散ノードのサーバをが入ります。 

〈 LB 300 a プ□セスの復旧が失敗した場合〉 


YYYY . MM.DD HH : MM:SS - LB 30 Oa (サーバ： 961) でプ□セスの復旧に失敗しました。 

異常を調査して < ださい。 

%1は本体のサーバをが入ります。 

〈コンテンツ配信プ□セスの復旧が失敗した場合〉 

YYYY . MM.DD HH : MM:SS - L 目30 Oa けーバ： 961) でコンテンツ配信プ□セスの復旧に失敗し 

よしブし〇 

異常を調査して < ださい。 

%1は本体のサーバをが入ります。％2はファイルをが入ります。 

〈ファイル異常が発生した際の自動復旧が失敗した場合〉 

YYYY . MM.DD HH : MM:SS - LB 30 Oa けーバ： 961) でファイル (962) の復旧に失敗しました。 
異常を調査して<ださい。 

%1は本体のサーバをが入ります。 

<コンテンツデリバリが成功した場合> 

YYYY . MM.DD HH : MM:SS - グループ961のイベント％2のコンテンツデリバリが正常終了しました。 
%1はグループをが入ります。％2はイベントをが入ります。 

<コンテンツデリバリがイベント取得に失敗した場合> 

YYYY . MM.DD HH : MM:SS -グループ％1のイベント962は取得に失敗しました。 

異常を調査して < ださい。 

%1はグループをが入ります。％2はイベントをが入ります。 
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〈コンテンツデリバリが失敗しコンテンツの同期がとれていない場合〉 


YYYY . MM.DD HH : MM:SS - グループ％1のイベント962は配信に失敗しました。 

分散ノードは同期がとれていないコンテンツを公開しています。原因を取り除いた後、配信 
の再実巧が必要です。 

異常を調査して<ださい。 

%1はグループをが入ります。％2はイベントをが入ります。 

〈コンテンツデリバリが失敗し古いコンテンツを公開している場合〉 


YYYY . MM.DD HH : MM:SS - グループ961のイベント％2は配信(こ失敗しました。 

分散ノー ドは古いコンテンツを公開しています。 

異常を調査してください。 

%1はグループをが入ります。％2はイベントをが入ります。 

〈コンテンツデリバリが縮退配信に失敗し新しいコンテンツを公開している場合〉 


YYYY . MM.DD HH : MM:SS - グループ％1のイベント％2は縮退配信に失敗しました。 
分散ノードは縮退状態で新しいコンテンツを公開しています。 

異常を調査してください。 

%1はグループをが入ります。％2はイベントをが入ります。 

〈コンテンツデリバリが縮退配信に失敗し古いコンテンツを公開している場合〉 


YYYY . MM.DD HH : MM:SS - グループ961のイベント％2は縮退配信に失敗しました。 
分散ノードは縮退状態で古いコンテンツを公開しています。 

異常を調査して<ださい。 

%1はグループをが入ります。％2はイベントをが入ります。 

〈コンテンツデリバリが公開中に失敗している場合〉 


YYYY . MM.DD HH : MM:SS - グループ ％1 のイベント％2は公開中(こ失敗しました。 
分散ノー ドのコンテンツ公開状ミ兄は不明です。 

異常を調査して<ださい。 

%1はグループをが入ります。％2はイベントをが入ります。 

■: [監視ログ履歴]をクリックすると、監視/通報のログ履歴を表示します。 

rpn 
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フォー マット 

YYYYMMDDhhmmss : メッセージ 

• YYYY は年、 MM は月、 DD は日、 hh は時間、 mm は分、 ss は秒が入ります。 

• 行頭の巧について 

* … sendmail が正常にメール配信しました 
X … sendmail がメール配信に失敗した可能性があります。 

巧の後ろにカツコ付き数字がある場合、 sendmail が返した 0 W 外の戻り値を示します。 


メッセージ 


Process error 

プ□セス異常が発生しました。 

Contents Process error 

コンテンツデリバリプ□セス異常が発生しました。 

File error % 1 

ファイル％1の異常が発生しました。 

Fail Over 

フェイルオーバしました。 

Fail Back 

フェイルバックしました。 

LBH Down % 1 %2 

分散グループ％1の分散ノー ド％2のダウンをお出しました。 

Process recover 

プ□セスの復旧が完了しました。運用に間題がないか 
Management Console の LoadBalancer モニタで分散状況を確認 
してください。 

Contents Process recover 

コンテンツデリバリプ□セスの復旧が完了しました。運用(こ問題 
がないか Management Console の LoadBalancer モニタで分散状 
ミ兄を確認してください。 

File recover 961 

ファイル％1の復旧が完了しました。マスタファイルの内容はリブ 
-卜後(こ有効(こなります。運用(こ間題がないか Management 
Console の LoadBalance 斤二夕で分散状ミ兄を確認してください。 

LBH Recover 961962 

分散グループ％1の分散ノー ド％2の復帰をお出しました。 

Process recover error 

プ□セスの復旧(こ失敗しました。異常を調査してください。 

Contents Process recover error 

コンテンツデリバリプ□セスの復旧に失敗しました。異常を調査 
してください。 

File recover error % 1 

ファイル％1の復旧に失敗しました。異常を調査してください。 

Contents Delivery Successful 

961962 

グループ％1のイベント％2のコンテンツデリバリが正常終了しま 
した。 

Contents Get error old 961 %2 

グループ％1のイベント％2は取得(こ失敗しました。異常を調査し 
てください。 

Contents Distribute error old 961 
962 

グループ％1のイベント％2は配信に失敗しました。分散ノードは 
古いコンテンツを公開しています。異常を調査してください。 

Contents Distribute error 
nosync 961962 

グループ％1のイベント％2は配信(こ失敗しました。分散ノードは 
同期がとれていないコンテンツを公開しています。原因を取り除 
いた後、配信の再実行が必要です。異常を調査して<ださい。 

Contents Distribute with Switch 
error new 961 %2 

グループ％1のイベント％2は縮退配信に失敗しました。分散ノー 
ドは縮退状態で新しいコンテンツを公開しています。異常を調査 
してください。 

Contents Distribute with Switch 
error old 961 %2 

グループ％1のイベント％2は縮退配信に失敗しました。分散ノー 
ドは縮退状態で古いコンテンツを公開しています。異常を調査し 
てください。 

Contents Switch error % 1962 

グループ％1のイベントは公開中に失敗しました。分散ノード 
のコンテンツ公開状況は不明です。異常を調査してください。 
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分散ノー ド側の設定 

負荷分散を行うためには分散ノード側にもを 0 S により設定が必要となります。 

• Express 5800 / MailWebServer 、 MW シリーズ 

• Linux ( Tu「boLinux • RedHat ) 

• Windows NT 4.0 • Windows 2000 

• Sola 「 is 8( SPARC 版） * i 386 版につきましては営業にご相談ください。 

• その他 Apache 、 I にべースのアプリケーシヨンサーバ 

負荷分散を行うのじ先立ち、を OS ごとの導入手順をじ(下に示します。 

Express 日 800 /MailWebServer 

本装置に添がされているバックアップ CD - ROM 内の MailWebServer 用モジュールを組み込 
みます。じ(下に手順を説明します。 

1. MailWebServer の Web Management Console(]U 下 WbMC) (こブラウザで管理者として接続す 
る。 

管理者としての接続方法の詳細は、 MailWebServer のマニュアルを参照してください。 

2. 本装置(こ添付されているバックアップ CD-ROM を MailWebServer の CD-ROM ドライブ(こセット 
する。 

3. [パ、ソケージ]アイコンをクリックする。 

4. [インストール]のディレクトリ欄に r/mnt/cdrom/nec/Linux/iplb/」 を入力し、[参照]をクリック 
する。 

己 . 「 /mnt/cdrom/nec/Linux/iplb/lbhost4-3.0.0-1 .i386.rpm」 の左にある[追加]をクリックする。 

巨.インストール確認が表示された6 [OK] をクリ、ソクする。 

7. インストール終了後、[システム]アイコンを選択する。 

8 . マシンを再起動する。 

上でモジュールの組み込みは終了です。 

Unux(RedHat 、 TurboLinux) 

本装置に添付されているバックアップ CD - ROM 内の LoadBalancer 用モジュールを組が A み 
ます。じ(下に手順を説明します。 

1. 本装置に添付されているバックアップ CD-ROM を分散ノー ドマシンの CD-ROM ドライブにセット 
する。 
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2. CD - ROM をマウントする。 


3. 「/ mnt / cdrom / nec / Linux / iplb /」 へカレントディレクトリを変更する。 

4. rpm -i Ibhost 4-3.0.0-1. i 386 .rpm を実巧する。 

5. CD - ROM を CD - ROM ドライブか6取り化す。 

巨. マシンを再起動する。 

上でモジュールの組み込みは終了です。 

I n-O ipchains もしくは iptables のコマンドび利用可能な環境び必要でず。 


Windows NT 4.0 

本装置に添がされているバックアップ CD - ROM 内の LoadBalancer 用モジュールと MS 
Loopback Adapter の組み込みが必要です。 W 下に手順を説明します。 

I M-O Web ヴーバ固定化のグループのみに属する分散ノードでは 、 MS Loopback Adapter の 
組み込みは必要ありません。 LB 30 Oa 用モジュールの組み込みのみを行ってください。 

MS Loopback Adapter の組み込み 

1 . [ネットワークコンピュータ]をちクリックし、[プ□パティ]を選択する。 

2 . [アダプタ]のタグを選択し、[追加]をクリックする。 

3. 「MS Loopback Adapter 」 を選択して、 [ OK ] をクリックする。 

4. [MS Loopback アダプタカードセットアップ]が表示された6、 [0 K ] をクリックする。 

己. Windows NT 4.0 セットアップディスクを CD - ROM ドライブ(こ入れ、パスを入力し[続巧]をク 
リ、ソク する。 

巨. [バイン鬥のタグを選択し、ループバックをバインドする。 

7. [プ□トコル]のタグを選択し、 「 TCP / IP プ□トコル」を選択して、[プ□パティ]をクリックする。 

8 . [ IP アドレス]のタグで、「アダプタ」のプルダウンリストボックス中か 6 rMS Loopback アダプ 
夕」を選択し、 [ IP アドレス]に仮想 IP アドレスを人力する。[サブネットマスク]はネットワークに 
合わせて設定する。最後に [0 K ] をクリックする。 

I vr-O デフオルトゲートウェイは設定しないでください。 

9. ループバックをバインドする時、プ□ンプトが化てくる場合がありますが、その時は[はい]をク 
リ、ソク する。 

10. 既定のデータを選択し、何の変更も巧わず [0 K ] をクリックする。 

11. マシンを再起動する。 
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12. コマンドプ□ンフトを起動し、コマンド 「route delete <仮想 IP's network > mask < 仮想 IP's 
netmask > < 仮想 IP >」を実行し、ルーティングテーブルの変更をする。 

(例)仮想 IP アドレスが192.168.10.己、ネットマスクが25己.2己 5. 2己己.0の場合 route delete 
192.168 .10.0 mask 255.255 .255.0 192.168 .10.5 を実巧します。 

I M-O マシンの再起動時は必ず□グインし、上記コマンドを実行してください。 

LoadBalancer 用モジ ユー ルの組み込み 

1. 本装置に添付されているバックアップ CD - ROM を分散ノー ドマシンの CD - ROM ドライブにセット 
する。 

2. ( CD-ROM のディレクト iJ ):¥ nec ¥ Unux ¥ iplb ¥ lbhost 4 .exe を実巧する。 

3. 画面表示(こ従ってインストールする。 

4. nPLB 4 サーバを起動しますか？」で[はい]を選択して IPLB 4 サーパを起動する。 

マシンの再起動の必要はありません。 

Windows 2000 

本装置に添付されているバックアップ CD-ROM 内の Load 目 alancer 用モジュールと 
Microsoft Loopback Adapter の組み) A みが必要です。下に手順を説明します。 

I — "〇 Web ヴーバ固定化のグループのみに属する分散ノードでは、 MS LoopbackAdapter の組 

E 事马 み込みは必要ありません。 LoadBalancer 用モジユールの組み込みのみを行ってくださし、。 

Microsoft Loopback Adapter の組み込み 

1. [コント□-ルパネル]をオープンする。 

2 . [八ードウェアの追加/削除]をダブルクリ、ソクする。 

3. 「追加」を選択し、[次へ]をクリックする。 

4. 「デバイスの追加/トラブルシューティング」を選択し、[次へ]をクリックする。 

已. 「新しいデバイスの追加」を選択し、[次へ]をクリックする。 

目. 「いいえ、一覧か6八ードウェアを選択します」の項目を選択し、[次へ]をクリックする。 

7. 「ネットワークアダプタ」を選択し、[次へ]をクリックする。 

8 . 「 Microsoft 」 の 「Microsoft Loopback Adapter 」 を選択し、[次へ]をクリ、ソクする。 

9. [完了]をクリックする。 

10. [デスクトップ]上の[マイネットワーク]をちクリックし、[プ□パティ]を選択する。 

11 .Microsoft Loopback Adapter の [□— カルエリア接続]をちクリ、ソクして、[プ□パティ]を選択 
する。 
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12. 「インターネットプ□トコル ( TCP / IP )」 を選択し、[プ□パティ]をクリックする。 

13. [ IP アドレス](こ仮想 IP アドレスを入力します。[サブネットマスク]はネットワーク(こ合わせて設 
定する。 

I M-0 デフォルトゲートウェイは設定しないでください。 

14. [詳細設定]をクリックして、[インターフェイスメトリック]の値を9999(こ変更し、 [0 K ] をク 
リ、ソクする。 

上でモジュールの組み込みは終了です。 

LoadBalancer 用モジユールの組み込み 

1. 本装置(こ添がされているバックアップ CD - ROM を分散ノー ドマシンの CD - ROM ドライブ(こセッ 
卜する。 

2. ( CD-ROM のディレクト iJ ):¥ nec ¥ Unux ¥ iplb ¥ lbhost 4 .exe を実行する。 

3. 画面表示に従ってインストールする。 

4. nPLB4 サーバを起動しますか？」で[はい]を選択して IPLB4 サーバを起動する。 

マシンの再起動の必要はありません。 

SolarisS 

本装置に添がされているバックアップ CD-ROM 内の LoadBalancer 用モジュールを組が A み 
よ^ 〇 

1. root 権限で□グインして、本装置に添付されているバックアップ CD - ROM を Solaris マシンの CD - 
ROM ドライブにセットする。 

2. / cdrom / nec / Linux / iplb / lbhost 4-3.0.0-1 . pkg . tar.gz を/ tmp / に〕ピーする。 

3. コンソールを起動する。 

4. カレントディレクトリを/ tmp (こする。 （# cd / tmp ) 

己 . ファイルを解凍する 。 （#gzip -d Ibhost 4-3.0.0- 1 . pkg . tar . gz ) 

目 . ファイルを展開する。（机 ar-xvf Ibhost 4-3.0.0-1. pkg . tar ) 

7. パ、ソケージをインストールする。 （# pkgadd - d .) 

8 . lbhost 4 を選択し、インストールする。 

9. lbhost 4. conf ファイルの編集をする。 ifconfig 〕 マンドを実行する。 （# ifconfig - a ) 

(実行例） 

100: flags = 1000849 mtu 8232 index 1 
inet 127.0 .0.1 netmask ffOOOOOO 
hmeO : flags = 1000843 mtu 1500 index 2 
inet 192.168 .0.6 己 netmask ffffffOO broadcast 192.168 .0.255 
ether 8:0:20: f 5: af :27 
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本装置(こ接続されるインタフェースのを称を控えます。（上記例のでは hmeO です） 

エディタで / etc / ha 4. d / lbhost 4 .conf を才ープンします。 

'udp elxlO ' の巧を、 'udp hmeO ' (こ変更します。 

ファイルをセーブしてエディタを終了します。 

10. インストールした LoadBalancer モジュールを起動する。 

(#/ etc / init . d / lbhost 4 d start ) 

Load 目 alancer モジュールの起動を行った際に] U 下のエラーが発生した場合は、 / etc / ha 4. d / 
lbhost 4 .conf の編集が誤っている場合がありますので再確認して下さい。 

Starting High-Availability services : 

ifconfig : status : SIOCGLIFFLAGS : elxlO : no such interface 

lbhost 4 d did not start [ rc =1] 

I VI-O LoadBalancer モジュールび正常に起動した場台、次回か5のマシン起動では 
mWB Loadbalancer モジュールの起動処理は必要ありません。 


コンテンツデリバリ 


コンテンツデリバリ機能の詳細な説明は、バックアップ CD - ROM 内の 「 Express 5800/ 
LoadBalancer コンテンツデリバリ機能ユーザーズガイド」 ( pdf 形式)を参照してください。 

フアイ J レノ \ 。ス： /nec/document/contents/contents.pdf 

コンテンツ デ リバ、リ ーユーザーズガイ ド 中の Exp 「 ess5800/LoadBalance「& 
Express 5800 /LB 30 Oa に読み替えてください。 


セットアップ 
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装置の二重化 


本装置を二重化することにより、 LB 300 a (コーディネータ)がダウンした場合でも、待機系 
の LB 30 Oa (バックア、ソプコーディネータ)が引き継ぎ(フェイルオーパ)、サーバへの分散を継 
続できます。 

■： 初期導入設を時にコーディネータかバックアップコーディネータかを還ネ尺し、二重化時の動 

ぃント J 作モードを決定:します。 


二重化時にはコーディネータとバックアップコーディネータとの間でお互いに八ートビート 
による死活監視を行います。死活監視を行うためのメディアは、初期導入時に決定します。 

死活監視は W 下のメディアが使用でき、冗長構成を取る場合は複数選択できます。 

- 1 st LAN : データトラフィックと同じラインで死活監視を行います。 

- 2 nd LAN : データトラフィックの影響を受けずに独立して死活監視を行います。 

- COM : データトラフィックの影響を受けずに独立して死活監視を行います。 

COM を使用する場合は、オプションの RS -232 C ク□スケーブルが別途必要で 
す。 



COM1 LAN ポ ー h 1 LAN ポ ー h2 


本体背面 


二重化時の死活監視の冗長構成では、 W 下のとおりバックアップコーディネータへのフェイ 
ルオーバに遷移します。 

• 2nd LAN のみ 

2 nd 八ートビート喪失一 1 st LAN 八ートビート喪失ーフェイルオーバ開始 

• COM のみ 

COM 八ードビート喪失一 1 st LAN 八ートビート喪失ーフェイルオーバ開始 

• 2nd LAN & COM 

COM 八ートビート喪失 一 2 nd LAN 八ートビート喪失一 1 st LAN 八ートビート喪失 
ーフェイルオーバ開始 

I n-O 冗長構成時でも、 1 st LAN での情報同期データび喪失するとフェイルオーバを開始しま 
ず。 
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ESMPRO/ServerAgent のセツトアツ 


ESMPRO / ServerAgent は化荷時にインス I -- ル済みですが、固有の設定がされていませ 
ん。5章を参照してセットアップしてください。 


システム情報のバックアッ 



システムのセットアップが終了した後、添付の r 保守-管理ツール CD - ROM 」 にあるオフライ 
ン保守ユーティリティを使って、システム情報をバックアップすることをお勧めします。 
システム情報のバックアップがないと、修理後にお客様の装置固有の情報や設定を復旧（リ 
ストア）できなくなります。次の手順に従ってバックアップをしてください。 


保守-管理ツール CD - ROM か5システムを起動して操作します。保守-管理ツール CD - 
ROM か 5 起動させるためには、 事前にセットアップび必要です。4章を参照して準備して 
<ださい。 


1. 3. 日インチフ□、ソピーディスクを用意する。 

2 . 装置に添がの r 保守-管理ツール CD - ROM 」 かオフライン保守ユーティリティ」を起動する。 
「保守-管理ツール CD - ROM 」 の使い方については4章を参照してください。 

3. [システム情報の管理]か6 [退避]を選択する。 

じ(降は画面(こ表示されるメッセージ(こ従って処理を進めて < ださい。 


続いて管理コンピュータに本装置を管理 
す。次ページを参照してください。 


監視するアプリケーションをインス I -ールしま 


セットアップ 
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管理コンピユータのセットアップ 

本装置をネットワーク上のコンピュータから管理-監視するためのアプリケーションとして、 「 ESMPRO / 
ServerManager 」 と fManagement Workstation Application ( MWA ) 」が用意されています。 

これらのアプリケーションを管理コンピュータにインス I -ールすることによりシステムの管理が容易にな 
るだけでなく、システム全体の信頼性を向上することができます。 

[51\/|ド1^0/56「ソ6「1\/|311396「のインストールについては5章を参照してセットアップしてください。 

MWA のインス I -ールについては4章、または保守-管理ツール CD - ROM 内のオンラインド车ュメントを参 
照してください。 
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再セットアップ 


再セットアップとは、システムクラッシュなどの原因でシステムを起動できなくなった場合などに、添付 
の r バックアップ CD - ROM 」 を使って八ードディスクを化荷時の状態に戻してシステムを起動できるように 
するものです。 u 下の手順で再セットアップをしてください。 



ンの作ぶ 


「保守用パーティション」とは、装置の維持-管理を行うためのユーティリティを格納するた 
めのパーティションで、 16 MB 程度の領域を内蔵八ードディスク上へ磕保します。 
システムの信頼性を向上するためにも保守用パーティションを作成することをお勧めします。 
保守用パーティションは、添付の r 保守•管理ツール CD - ROM 」 を使って作成します。詳しく 
は第4章を参照してください。 

保守用パーティションを作成するプ□セスで保守用パーティションへ自動的にインストール 
される ユー ティリティは、「システム診断 ユー ティリティ」と r オフライン保守 ユー ティリ 
ティ」です。 


再セットアップモードへの変更 


本装置は、システムの起動が正常に行われたかどうか常に監視をし、起動に失敗した場合は 
システムの再起動を試みる機能が備わっています。再インス!-ール中は、システム起動監視 
機能を無効にする必要があります。 

本機能の有効/無効は、添付の r 保守•管理ツール CD - ROM 」 を使って変更します。詳しく 
は、4章を参照してください。 

I a-O 再セットアップび完了した5、システム起動監視機能を有効に戻してください。 


システムの再インストール 


再インストールを行うと、サーバ内の全データび消去され、出荷時の状態に戻りまず。必要 
なデータびサーバ内に残っている場合、データをバックアップしてか5再インストールを実 
行してください。 


再インス!ルには、本体添付のバックアップ CD - ROM と、バックアップ CD - ROM 用イン 
ス I '''ールディスクが必要です。 

「バックアップ CD - ROM 用インス I ルディスク」を 3.5 インチフ□、ソピーディスクドライブ 
に、 r バックアップ CD - ROM 」 を CD - ROM ドライブにそれぞれ挿入し、 POWER スイ、ソチを押 
して電源を ON にします。 


セットアップ 
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■: このとき、本体前面の COM ポート 2( COM 2) にコンソールを19,200 bps の転送速度で接続す 

ると、コンソールログを参照することができます。 


しばらくすると r バックアップ CD - ROM 用インス!ルディスク」から設を情報を読み取り、 
自動的にインス I '''ールを実行します。 

I n-O このとき、確認などは一切行われずにインストール作業び開始されるため、十分ま意してく 
胃ださい。 

約20分程度でインス!-ールが完了します。インストールが完了したら、 CD - ROM が自動的 
にイジェクトされます。 CD - ROM とフ□、ソピーディスクの両方をドライブから取り化してく 
ださい。 

30分 W 上待っても、 CD - ROM がイジェクトされず、 CD - ROM へのアクセスも行われていな 
い場合は再インス!-ールに失敗している可能性があります。リセットして、 CD - ROM / フ 
□、ソピーディスクをセットし直して再度インストールを試みてください。それでもインス 
卜ールできない場合は、保守サービス会社、またはお買い上げの販売店までご連絡ください。 


初期導入設定用ディスクの作成 


前述の r 初期導入設を用ディスクの作成」を参照してください。すでに初期導入設を用ディス 
クを作成している場合は、パスワード情報の設定のみ再度設定し直してください。ただし、 
設定内容を変えたいときは、新たに初期導入用設をディスクを作り直してください。 


システムのセツトアツ 


前述の r システムのセットアップ」を参照してください。 


ESMPRO / ServerAeent のセットアップ 


r システムの再インストール」で ESMPRO / ServerAgent は自動的にインストールされます 
が、固有の設ちがされていません。5章を参照してセットアップしてください。 
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